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「さんすうあそび」題材解説№ 14 てんびん 2014.2．11矢沢国光
【てんびんの認知的な意味】何かと何かが「つりあう」と

いうことは、日常生活にも社会生活にも、そして科学の世

界にもたくさんある。遊具のシーソーと上皿天秤は、左右

の重力の釣り合いを、目で見える形で表す【註】。「つりあ

い」の原型である。家計簿では収入と支出が「つりあって

いる」。方程式では左辺と右辺が「つりあっている」。てん

びんは「つりあう」ことを身体で体得する。

【註】ただし、つりあいをいきなり｢重さ｣に結びつけるのは、

飛躍だろう。認知の順序としては、①見た目で｢かたむいている

／たいら｣。②左右の皿にのっているモノ（大きさ）が、〈おなじ

→つりあう、ちがう→つりあわない〉。③左右の重さが等しいと

つりあう、ではないか。

【遊び方 全体指導】

8)大きな積み木と小さな積み木を左右にのせる。「かたむいている」→「つりあわない」、「左が下がって
いる（ひくい）」「右が上がっている（高い）」。

9)左右に同じ大きさ・形の積み木をのせる。「つりあった」
10)２ｃｍ角の木のタイルを 10 ～ 20 個、透明のプラスチックコップに入れて、左右にのせる。「つりあわ

ない」。「どうしたら、つりあうかな？⇒つりあうまで試行錯誤的にタイルを追加してのせる。

【註】この木製タイルは、かるいので、枚数が 1ちがっていても、「つりあう」。枚数は、数えない。

11)ニキーチンキューブ（３ｃｍ）を左に３個、右に２個のせる。「つりあわない」。「どうしたらつりあう
かな？」⇒右に１個のせたら「つりあった」。左右のキューブの数が同じならつりあうことがわかる子もい

る。

12)15ミリ角のキューブを３～ 10個、左右にのせる。「つりあわない」。「どうしたらつりあうかな？」
※数人の子どもに、順番に「一人一回だけ、つりあうように考えて、キューブを左か右にのせてね」という。

※このキューブの場合、左右に 20 個くらいずつのせてつりあうとき、個数は左右が等しくなる（1 個のちがいでか

たむく）。

※あるていど重さのあるお菓子を使ってやるのも楽しい。

13) 油粘土のような「連続量」で二つのかたまりを適当に作り、左右にのせる。前項と同様、子どもに粘
土を左か右に追加して、つりあわせる。

【保育士の感想】

・てんびんの傾きからどちらにどれだけ足せばつりあうのか――という問いかけには、キューブのように数

（個数）で判断できるものはわかりやすいが、コップの中に入れた木のタイルではわからない子も多く、傾

きの判断よりも数で判断していた子が多かったことに気づいた。

・つりあう、つりあわない、という言葉を日頃使うことがないのですが、自分たちでつりあいが取れたと

きは、とても嬉しそうでした。

【発展】くだもの方程式（森誠治「果物方程式」、松井幹夫編『障害児が輝くさんすう・数学の授業』所収）

左右に消しゴムの食べ物を（同じ組合せで）のせて、その一部を紙で隠し、何が隠れているか、あてる。

たとえば 左に アイスクリーム パン ［ケーキ］（紙で隠す）、 右に アイスクリーム パン ケーキ。
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「さんすうあそび」題材解説 No.15「ボウリング大会」 ※ボール投げゲーム参照 2014．.2．11矢沢国光
［１］どんな遊びか

・ペットボトルにビー玉を詰めて、ピンとします。たおれたピンの数を得点とします。

・ペットボトルを集めてピンを作ることからピンの配列まで、すべて子どもたちが準備します。

［２］ねらい

・ピンは何本がよいか、ビー玉はどのくらい詰めたらよいか、

ピンを置く配置はどうすればよいか、ボールを投げる位置、など

子どもたちが実験したり話し合ったりしながら決めていくことを

学ぶ。

・ピンの係、得点係など決めます。

・たおれたピンを｢数え箱｣に入れ、数のカードを持っていき、

得点相当のキューブを箱から取ります（６は５のキューブが 1 個
と１のキューブが 1 個など）。キューブを｢レール｣の自分の名札の
ところにおいて、多い・少ないを比べられるようにします。

［３］用意するもの（各グループ。）

・ソフトボール１個。・500ｍＬのペットボトル ７－９本。

・ビー玉４０－６０個 ・数え箱（牛乳パックを高さ 7 ｃｍで
切り、５個×２列に接着する） ・数のカード０－９

・１，２，３，４，５の５種類のキューブを入れる箱。一つの

得点箱には、以下のキューブを入れます。５のキューブ（赤）２

５個、１～４のキューブ…各２０個 ※不足に備えて、予備を用

意しておく。

・ピンを置く紙（置く場所に○印をつける）

・得点レール 左端に子どもの名札を置き、得点したキューブ

をレールに一列に並べていきます。

［４］ゲームの進め方

・グループに分かれます（１グループが５－９人）

・ゲームの準備をする。ピンを置く場所とボールを投げる線を

決める。テーブルに得点の箱と得点レールを置きます。

・順番にボールを投げて、投げた人がたおれたピンを｢数え箱｣に入れる。｢数え箱｣と同じ｢数カード｣を探

して、得点キューブを取りに行く。

・３巡したらみんなでテーブルの周りに集まり、得点レールを見ます。

【保育士の感想】

・やっていくうちにピンとピンの間隔はあまり広すぎないようにしていました。ビー玉はあまりたくさん

入らないほうが良いと思ったようです。遊びの中で分かっていく楽しさがありました。私たち保育の中でも

大切な事だと思います。参考になりました。

・私のグループはルールがあまりないグループでしたので、適当にやるのではなくルールは統一したほう

が良いと思い、子ども達に「バラバラでいいのかな？」というと少しずつルールが出来てきました。ルール

の大切さ・守る楽しさなども伝えられてよかったと思います。

（↑）レールとキューブの箱

（↓）ゲームが終わって、レールのまわりに

集まる


